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探訪
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知
床
の
岬
に　

は
ま
な
す
の
咲
く
こ
ろ

　

思
い
出
し
て
お
く
れ　

俺
た
ち
の
こ
と
を

　

飲
ん
で
騒
い
で　

丘
に
の
ぼ
れ
ば

　

遙
か
国
後
に　

白
夜
は
明
け
る　
（
以
下
略
）

　

俳
優
の
森
繁
久
彌
が
１
９
６
０
年
に
作
詞
・
作
曲
し
た

「
知
床
旅
情
」
の
歌
詞
で
あ
る
。
10
年
後
の
１
９
７
０
年
、

加
藤
登
紀
子
が
こ
の
歌
を
大
ヒ
ッ
ト
さ
せ
、
羅
臼
に
「
知

床
ブ
ー
ム
」を
も
た
ら
し
た
。大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ

た
カ
ニ
族
や
観
光
客
が
押
し
寄
せ
た
。
翌
年
の
１
９
７
１

年
に
は
、
羅
臼
町
の
観
光
客
の
入
り
込
み
数
が
倍
増
し
て

50
万
人
を
超
え
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
６
年
に
世
界
遺
産

ブ
ー
ム
で
約
76
万
人
に
達
し
た
が
、
近
年
は
50
万
人
を
少

し
越
え
る
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
は
、「
知

床
旅
情
」
が
誕
生
し
て
60
年
目
に
あ
た
る
。
羅
臼
漁
港
そ

ば
の
「
し
お
か
ぜ
公
園
」
に
知
床
旅
情
歌
碑
が
あ
る
。

　

２
０
０
５
年
、
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「
知
床
」
と
は
、
知
床
半
島
と
そ
の
周
辺
海
域
の

こ
と
。
山
岳
地
帯
を
は
さ
ん
で
根
室
管
内
羅
臼
町
と
オ

ホ
ー
ツ
ク
管
内
斜
里
町
の
２
町
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
気

候
が
違
い
、
羅
臼
は
夏
が
涼
し
く
冬
の
寒
さ
も
い
く
ぶ
ん

ゆ
る
い
。
流
氷
は
来
る
が
海
を
完
全
に
閉
ざ
す
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
。
一
方
、
斜
里
側
は
、
夏
は
暑
く
冬
は
厳
寒
で

流
氷
が
着
岸
す
る
。

　

羅
臼
町
は
北
海
道
有
数
の
漁
業
の
町
で
あ
る
。
人
口
は

２
０
５
７
世
帯
４
７
７
６
人
（
９
月
末
現
在
）。
就
労
人

口
の
６
割
以
上
が
水
産
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
。
町

内
に
は
７
つ
の
漁
港
が
あ
り
、
羅
臼
昆
布
、
秋
鮭
、
真
ほ
っ

け
、
キ
ン
キ
、
鱈
、
助
宗
鱈
、
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
な
ど
、

海
は
一
年
中
、
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
す
。

　

た
だ
、
近
年
は
サ
ケ
が
著
し
く
不
良
だ
。
昨
年
は
、
サ

ケ
の
定
置
網
に
ブ
リ
や
イ
カ
が
か
か
っ
た
の
で
サ
ケ
の
不

足
分
を
補
っ
た
が
、
今
年
は
、「
ブ
リ
や
イ
カ
も
捕
れ
て

い
な
い
。
揚
が
る
の
は
シ
イ
ラ
だ
」
と
、
漁
業
者
の
表
情

は
さ
え
な
い
。
シ
イ
ラ
は
ス
ズ
キ
科
で
白
身
の
淡
泊
な
味

が
西
日
本
で
は
好
ま
れ
る
よ
う
だ
が
、
北
海
道
で
は
あ
ま

り
人
気
が
な
い
。

　

９
月
か
ら
サ
ケ
の
定
置
網
漁
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
、
９

月
中
旬
の
朝
、
セ
リ
の
行
わ
れ
る
羅
臼
漁
港
を
訪
ね
た
。

全
天
候
型
埠
頭
に
は
大
型
ダ
ン
プ
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
、

セ
リ
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
サ
ケ
は
、
漁
船
か
ら

羅
臼
漁
協
の
四
角
い
タ
ン
ク
に
移
さ
れ
、
７
時
か
ら
の
セ

リ
に
か
け
ら
れ
る
。
セ
リ
落
と
し
た
業
者
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
張
っ
た
タ
ン
ク
を
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
持
ち
上
げ
て
、

待
機
し
て
い
た
ダ
ン
プ
の
荷
台
に
サ
ケ
を
流
し
込
む
。
直

ち
に
加
工
場
へ
運
ぶ
の
だ
が
、ダ
ン
プ
の
大
き
さ
に
比
べ
、

そ
の
量
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。

　

知
床
観
光
で
は
、
野
生
動
物
を
観
察
す
る
ホ
エ
ー
ル
・

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
観
光
船
が
人
気
だ
。
２
時
間
半

コ
ー
ス
で
大
人
１
人
８
８
０
０
円
。
シ
ャ
チ
や
イ
ル
カ
、

ク
ジ
ラ
、
冬
は
オ
オ
ワ
シ
や
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
に
出
合
え

る
。
ヒ
グ
マ
を
海
か
ら
観
察
す
る
船
も
あ
る
。

　

羅
臼
で
見
逃
せ
な
い
の
が
北
海
道
天
然
記
念
物
の
「
ひ

か
り
ご
け
」
だ
。
マ
ッ
カ
ウ
ス
洞
窟
が
指
定
地
だ
が
、
崩

知床望郷展望台から眺める羅臼漁港。水平線に見える島影が
国後島だ。港からは定置網漁を終え、市場に魚を下ろした漁
船が、それぞれの港に帰っていく

青 木 和 弘

根室管内羅臼町

羅臼漁港
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落
の
危
険
で
立
ち
入
れ
な
い
。
で
も
、
羅
臼
町
郷
土
資
料

館
に
育
成
展
示
し
て
い
る
の
で
見
て
ほ
し
い
。
他
に
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
国
指
定
重
要
文
化
財
や
生
活
、
自
然
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
て
見
飽
き
な
い
。
羅
臼
は
野
趣

た
っ
ぷ
り
の
露
天
風
呂
も
お
薦
め
だ
。「
熊
の
湯
」、
海
岸

露
天
風
呂
の
「
セ
セ
キ
温
泉
」、「
相
泊
温
泉
」
が
あ
る
。

セ
セ
キ
温
泉
の
湯
量
は
潮
の
満
ち
引
き
の
影
響
が
あ
り
、

入
れ
な
い
と
き
も
あ
る
の
で
注
意
を
。

　

羅
臼
は
、
町
の
産
業
が
く
っ
き
り
見
え
る
町
で
あ
る
。

自
然
に
寄
り
添
っ
て
生
き
る
人
々
と
恵
ま
れ
た
海
の
幸
が

あ
る
。
生
活
を
支
え
る
仕
事
が
あ
り
、
日
々
の
暮
ら
し
を

切
り
盛
り
す
る
人
々
の
姿
が
見
え
る
。
ぶ
ら
り
と
訪
れ
た

旅
人
に
も
、
気
取
り
の
な
い
姿
で
接
し
て
く
れ
、
こ
こ
に

は
、ま
る
で
別
の
時
間
が
流
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

ぜ
ひ
、
ま
た
訪
ね
た
い
と
思
う
。　

漁を終え、魚の仕分けをする漁船員。この日、一番多かったのはシイラだと言う。スズキ科の淡泊な白身魚で、西日本
では高級魚として人気があるらしいが、北海道では脂ののったサケやホッケの方が好まれる

セ
リ
落
と
さ
れ
た
サ
ケ
。
タ
ン

ク
に
落
札
業
者
の
ス
テ
ッ
カ
ー

が
張
っ
て
あ
る

全
天
候
型
埠
頭
で
ダ
ン
プ
の

荷
台
に
タ
ン
ク
の
サ
ケ
を
流

し
込
む
が
、
不
漁
で
量
が
少

な
い


